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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
世
界
的
な
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
景
気
の
後
退
に
よ
り
、
我
が
国
の

実
体
経
済
、
国
民
生
活
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
、
国
税
・
地
方
税
の
大
幅
な
減
収
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
地
方
財
政
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
会
は
地
方
財
政
の
運
営
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
方
交

付
税
の
増
額
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を
求
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

平
成
２１
年
度
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
通
常
ル
ー
ル
と
は
別
枠
で
１
兆
円
の
地
方
交

付
税
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
期
地
方
分
権
改
革
で
は
、
昨
年
１２
月
に
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
「
義
務
付

け
・
枠
付
け
の
見
直
し
」
「
国
の
出
先
機
関
の
見
直
し
」
を
柱
と
す
る
「
第
二
次
勧
告
」

を
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
同
勧
告
の
内
容
が
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
着
実
な
実

施
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
春
予
定
さ
れ
る
、
国
と
地
方
の
税
財
政
に

関
す
る
「
第
三
次
勧
告
」
に
お
い
て
は
、
活
力
あ
る
日
本
を
創
造
し
、
分
権
改
革
を
実
効

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
偏
在
性
の
少
な
い
地
方
税
体
系
を
構
築
す
る
な
ど
、
地
方
が
自

ら
の
創
意
工
夫
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
税
財
政
基
盤
の
確
立
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

第
２９
次
地
方
制
度
調
査
会
で
は
、
本
年
７
月
ま
で
に
、
監
査
機
能
の
充
実
強
化
や
地
方

議
会
制
度
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
答
申
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
分
権

時
代
に
お
け
る
議
会
が
住
民
の
負
託
に
応
え
、
そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
た
め
、
引
き

続
き
地
方
議
会
の
権
能
強
化
を
強
く
訴
え
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
議
会
議
員
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
の
特
段
の
措
置
に
つ
い
て
関
係
方
面
に
働
き

か
け
る
等
、
的
確
に
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
会
要
望
事
項
の
実
現
に
は
、
加
盟
各
市
議
会
の
一
致
結
束
し
た
対
応
が
必
要
と
考
え

ま
す
の
で
、
一
層
の
連
携
・
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
私
ど
も
は
決
意
を
新
た
に
し
て
、
全
国
都
市
の
興
隆
発
展

と
真
の
地
方
分
権
改
革
実
現
に
向
け
、
一
層
の
努
力
を
傾
け
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
本
年
も
御
指
導
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

１月１５日平成21年
（2009年） 第1711・12号

全
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りり

（１） 平成２１年１月１５日 第１７１１・１２号
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
は
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
方

が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
総
務
大
臣
に
就
任
し
て
か
ら

初
め
て
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

私
は
特
に
、
麻
生
総
理
か
ら
の
指
示

で
あ
る
「
地
域
の
元
気
を
回
復
す
る
こ

と
」
を
第
一
に
、
地
方
分
権
改
革
を
進

め
る
こ
と
、
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

を
図
る
こ
と
な
ど
、「
麻
生
カ
ラ
ー
」

を
発
揮
し
つ
つ
、
私
が
大
切
に
し
て
い

る
「
自
然
と
の
共
生
」
の
理
念
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
国
民
生
活
に
活
力
と
安

心
を
も
た
ら
す
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

以
下
、
各
分
野
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
地
方
分
権
・
地
方
行
財
政
改
革
の
推

進
】地

方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
に
お
い

て
、
昨
年
１２
月
８
日
に
、
国
の
出
先
機

関
の
抜
本
的
な
改
革
や
、
地
方
へ
の
義

務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
を
内
容
と

し
た
第
２
次
勧
告
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
同
日
、
内
閣
総
理
大
臣
へ
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
は
、

第
２
次
勧
告
の
内
容
に
沿
っ
て
、
出
先

機
関
改
革
と
地
方
へ
の
義
務
付
け
の
見

直
し
を
進
め
る
よ
う
、
ま
た
、
出
先
機

関
改
革
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
「
工
程

表
」
と
な
る
、
政
府
の
「
計
画
」
を
年

度
内
に
策
定
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ
り

ま
し
た
。

今
後
と
も
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
の
勧
告
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て

「
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
」
を
策
定

し
、「
新
分
権
一
括
法
案
」
を
来
年
度

中
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
国
会
に
提
出

す
べ
く
、
地
方
分
権
を
強
力
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

私
と
し
て
も
、
担
当
大
臣
と
し
て
、

地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
の
副
本
部
長

と
し
て
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
汗

を
か
い
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、

平
成
１１
年
３
月
に
３
２
３
２
あ
っ
た
市

町
村
が
、
現
在
１
７
８
１
と
な
っ
て
お

り
、
更
に
来
年
２
月
に
は
１
７
７
３
と

な
る
予
定
で
あ
る
な
ど
、
相
当
程
度
進

展
し
て
い
ま
す
。
総
務
省
と
し
て
は
、

引
き
続
き
市
町
村
合
併
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
合
併
後
の
市
町
村
の
ま
ち
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、「
地
方
の

発
展
な
く
し
て
国
の
発
展
は
な
い
」
と

の
観
点
か
ら
、
麻
生
総
理
の
指
示
を
踏

ま
え
、
雇
用
創
出
や
地
域
の
元
気
回
復

の
財
源
と
し
て
既
定
の
加
算
と
は
別
枠

で
地
方
交
付
税
を
１
兆
円
増
額
し
、
１５

兆
８
０
０
０
億
円
の
地
方
交
付
税
総
額

を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体

の
一
般
会
計
に
長
期
・
低
利
の
資
金
を

融
通
で
き
る
地
方
共
同
の
金
融
機
構
と

し
て
、
地
方
公
営
企
業
等
金
融
機
構
を

改
組
し
「
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
」

を
創
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
方
税
制
に
つ
い
て
は
、
平
成
２１
年

度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
景
気
対
策
の

一
環
と
し
て
、
個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
制
度
や
自
動
車
取
得
税
の
軽

減
措
置
の
ほ
か
、
道
路
特
定
財
源
の
一

般
財
源
化
へ
の
対
応
や
固
定
資
産
税
の

負
担
調
整
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。な

お
、
個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

減
税
控
除
制
度
に
伴
う
平
成
２２
年
度
以

降
の
減
収
は
、
そ
の
全
額
を
特
例
交
付

金
で
補
て
ん
す
る
と
と
も
に
、
自
動
車

関
係
諸
税
の
減
税
に
伴
う
市
町
村
の
減

収
に
つ
い
て
、
３
年
間
、
５
０
０
億
円

の
特
例
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進
と
地
方
に

お
け
る
社
会
保
障
関
係
費
の
安
定
財
源

確
保
の
要
請
を
踏
ま
え
、
地
方
消
費
税

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
法
人

課
税
の
在
り
方
を
見
直
す
こ
と
に
よ

り
、
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、
税
収

が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
を
進

め
、
地
方
税
改
革
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

【
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
】

日
本
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
地
方
を
元
気
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

地
方
の
元
気
を
回
復
さ
せ
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
や
伝
統
・
文

化
を
活
か
し
て
、
創
意
工
夫
を
発
揮

し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
を
形
成
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
縄
文
以
来
、「
自
然
と

の
共
生
」
を
基
本
と
し

て
き
た
我
が
国
の
歴

史
、
文
化
に
基
づ
き
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
大

事
に
し
な
が
ら
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
形
成

す
る
た
め
、「
地
域
力

創
造
プ
ラ
ン
」、
い
わ
ゆ
る
鳩
山
プ
ラ

ン
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
地
方
自
治
体
・

住
民
等
の
協
働
に
よ
り
地
域
力
を
高
め

る
取
組
を
支
援
し
、
中
心
市
と
周
辺
市

町
村
が
自
主
的
な
協
定
に
よ
り
相
互
に

役
割
分
担
し
て
連
携
す
る
「
定
住
自
立

圏
構
想
」
を
推
進
し
て
、
圏
域
ご
と
に

生
活
に
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
方
策

を
各
府
省
と
連
携
し
て
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
末
、
定
住
自
立
圏
構
想
に
関
す

る
要
綱
と
総
務
省
の
支
援
策
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
は

先
行
実
施
団
体
を
始
め
と
す
る
地
方
自

治
体
で
具
体
的
な
取
組
が
進
め
ら
れ
る

と
期
待
し
て
お
り
、
各
府
省
連
携
し
て

全
国
各
地
の
自
主
的
な
取
組
を
積
極
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

時
代
に
対
応
し
た
新
た
な
過
疎
対
策

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
地
方
自
治
体
が
協
働
す
る

新
し
い
地
域
経
営
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

【
生
活
対
策
】

重
点
分
野
の
一
つ
と
し
て
「
地
方
の

底
力
の
発
揮
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
日
本
の
元
気
を
取
り
戻
す
た
め
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
誇
り
と
活
力

を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
活
性
化
等
に
資
す

る
き
め
細
や
か
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、

生
活
対
策
に
呼
応
し
た
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
６
０
０
０
億
円
の
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
を
地
方
自

治
体
に
交
付
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
年
度
内

の
実
施
を
目
指
し
、
地
方
自
治
体
と
協

力
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
失
業
情
勢
が
厳
し
い
下

降
局
面
に
あ
る
中
、
緊
急
に
非
正
規
労

働
者
、
中
高
年
齢
者
等
の
離
職
者
等
に

対
す
る
雇
用
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

居
住
の
安
定
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
地
方
公
共
団
体
が
緊
急
・
臨
時

的
に
実
施
す
る
緊
急
雇
用
・
居
住
確
保

対
策
等
に
係
る
一
般
財
源
に
つ
い
て
、

特
別
交
付
税
で
所
要
の
措
置
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

平平
成成
２２１１
年年

年年
頭頭
ああ
いい
ささ
つつ

総
務
大
臣鳩

山
邦
夫

第１７１１・１２号 平成２１年１月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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総
務
省
は
昨
年
１２
月
２４
日
、
地
方
債
の

新
規
発
行
額
を
定
め
る
「
平
成
２１
年
度
地

方
債
計
画
」
を
策
定
し
た
。
景
気
の
後
退

局
面
を
迎
え
、
地
方
税
収
入
の
減
少
、
地

方
交
付
税
の
原
資
が
縮
小
す
る
中
、
地
方

債
の
発
行
総
額
は
、
大
幅
に
膨
ら
ん
だ
。

【
地
方
公
営
企
業
等
金
融
機
構
】

全
地
方
自
治
体
の
共
同
出
資
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
組
織
。
旧
地
方

公
営
企
業
金
融
公
庫
の
後
継
機
関

と
し
て
、
平
成
２０
年
８
月
１
日
に

設
立
、
１０
月
１
日
か
ら
業
務
を
開

始
し
た
。
▽
上
下
水
道
▽
交
通
▽

病
院
▽
公
営
住
宅
―
―
な
ど
１８
事

業
に
つ
い
て
、
地
方
債
の
起
債
が

確
実
な
場
合
、
同
機
構
が
先
だ
っ

て
事
業
資
金
を
融
資
す
る
。

こ
の
ほ
か
同
機
構
で
は
、
自
治

体
が
資
本
市
場
か
ら
効
率
的
に
資

金
調
達
を
行
う
た
め
の
「
情
報
提

供
」「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」な
ど

の
支
援
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

地
方
債
の
新
規
発
行
総
額
は
、

対
前
年
度
比
１
兆
７
０
６
８
億
円

増
の
１４
兆
１
８
４
４
億
円
。
増
減

率
で
は
１３
・
７
％
も
増
加
し
た
。

発
行
総
額
が
増
加
す
る
の
は
、
実

に
６
年
ぶ
り
の
こ
と
と
な
る
。
内

訳
は
、
普
通
会
計
分
が
２３
・
２
％

増
の
１１
兆
８
３
２
９
億
円
、
公
営

企
業
会
計
分
が
１８
・
１
％
減
の
２

兆
３
５
１
５
億
円
と
な
っ
た
。

地
方
債
の
発
行
総
額
を
押
し
上

げ
た
要
因
は
、
臨
時
財
政
対
策
債

の
増
発
だ
。
地
方
財
源
の
不
足
額

を
補
う
た
め
、
対
前
年
度
比
８１
・

７
％
増
に
も
及
ぶ
５
兆
１
４
８
６

億
円
を
計
上
し
た
。
こ
の
措
置
に

伴
い
、
２１
年
度
の
実
質
的
な
地
方

交
付
税
総
額
は
、
対
前
年
度
比
１５

・
０
％
増
の
２０
兆
９
７
０
０
億
円

が
確
保
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
債
計
画
に
は

「
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
（
仮

称
）」の
創
設
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

同
機
構
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
現

行
の
地
方
公
営
企
業
等
金
融
機
構

�
右
・
解
説
�
を
改
組
す
る
。
機

構
の
創
設
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
悲

願
だ
っ
た
自
治
体
の
一
般
会
計
に

向
け
た
融
資
制
度
が
発
足
す
る
。

（財）東京市政調査会

第第２２２２回回『『都都市市問問題題』』公公開開講講座座

これでよいのか！教育委員会
財団法人東京市政調査会は「これでよいのか！教育委員会」と

題して、第２２回「都市問題」公開講座を下記の日程で開催します。
大分県教育委員会の教員採用汚職事件や、東京都教育委員会に

よる教職員の処分問題など、教育行政のあり方が根本的に問われ
る問題が相次いで発覚しています。ほかにも、教員の人事権・人
件費、学習指導要領、全国学力テストなど、教育行政をめぐる議
論は枚挙にいとまがありません。子どもたちにとってよりよい教
育を実現するため、教育委員会制度はどうあるべきか、なにをど
う変えるべきかを探っていきます。
多数の方々のご参加をお待ちしております。

◇基調講演
山出 保 氏 （石川県金沢市長）

◇パネルディスカッション
≪パネリスト≫

竹下 譲 氏 （三重県教育委員会委員長）
玉木 研二 氏 （毎日新聞論説委員）
福井 秀夫 氏 （政策研究大学院大学教授）
山中 伸一 氏 （文部科学省スポーツ・青少年局長）

≪司会≫
新藤 宗幸 氏 （千葉大学教授）

記
◆日 時：平成２１年２月７日（土）１３：３０～１６：３０
◆場 所：日本プレスセンター １０階ホール

（〒１００－００１１東京都千代田区内幸町２－２－１）
◆参 加 費：無料
◆参加申込：東京市政調査会ホームページから

（http : //www.timr.or.jp）
◆申込期限：平成２１年１月３０日（金）※満席となり次第受付終了
◆問 合 せ：東京市政調査会研究室 ＴＥＬ：０３－３５９１－１２６１

▼
議
長

▽
�
子

奈
須
和
男（
１１
・
６
）

▽
志
摩

山
際

優（
１１
・
７
）

▽
宗
像

田
中
時
宗（
１１
・
７
）

▽
亀
山

小
坂
直
親（
１１
・
１１
）

▽
泉
南

谷

外
嗣（
１１
・
１２
）

▽
豊
岡

岡
谷
邦
人（
１１
・
１３
）

▽
養
父

北
尾
行
雄（
１１
・
１３
）

▼
副
議
長

▽
�
子

高
野

毅（
１１
・
７
）

▽
志
摩

中
村
八
郎（
１１
・
７
）

▽
宗
像

吉
田
益
美（
１１
・
７
）

▽
亀
山

松
上

孝（
１１
・
１１
）

▽
泉
南

大
森
和
夫（
１１
・
１２
）

▽
豊
岡

谷
口
勝
己（
１１
・
１３
）

▽
養
父

西
田
雄
一（
１１
・
１３
）

１／１

藤
枝
市
が
編
入
合
併

１
月
１
日
、
藤
枝
市
が
岡
部
町

を
編
入
合
併
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

同
市
は
、人
口
１４
万
３
５
５
０
人
、

面
積
１
９
４
・
０３
平
方
�
、
議
員

定
数
２７
人
と
な
っ
た
。

〒
４
２
６
―
８
７
２
２
藤
枝
市
岡

出
山
１
丁
目
１１
番
１
号

�
０
５
４
―
６
４
３
―
３
１
１
１

解説

議

会

人

事

１月１５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３９市
特例市 ４３市
一般市 ６８４市
特別区 ２３区

平成２１年度地方債計画の概況

増減率
�／�×１００

％
２３．２

３．８

４１．３

８１．７

△１６．２

△３．４

１００．０

△１８．１

１３．７

△４．６

４１．３

（注）公営企業会計等分はすべて通常分である。

増減額
�－� �

億円
２２，２７４

１，７７０

２０，５０４

２３，１５４

△２，５００

△２００

５０

△５，２０６

１７，０６８

△３，４３６

２０，５０４

２０年度
�

億円
９６，０５５

４６，３７３

４９，６８２

２８，３３２

１５，４００

５，９００

５０

２８，７２１

１２４，７７６

７５，０９４

４９，６８２

２１年度
�

億円
１１８，３２９

４８，１４３

７０，１８６

５１，４８６

１２，９００

５，７００

１００

２３，５１５

１４１，８４４

７１，６５８

７０，１８６

区 分

普通会計分

通常分

特別分

臨時財政対策債

財源対策債

退職手当債

調整（不交付団体分）

公営企業会計等分

総 計

通常分

特別分
発
行
総
額
１４
・
２
兆
円

対対前前年年１１．．７７兆兆円円

２１
年
度
地
方
債

６
年
ぶ
り

増
総務省

（３） 平成２１年１月１５日 第１７１１・１２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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加
賀
藩
二
代
藩
主
の
前
田
利
長

公
が
こ
の
地
に
城
を
築
き
入
城
し

て
か
ら
４
０
０
年
。
今
年
、
高
岡

市
は
、
そ
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。
当
市
で
は
、
こ
の
平
成
２１
年

を
「
高
岡
開
町
４
０
０
年
」
一
色

に
染
め
あ
げ
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
利
長
く
ん
」
の
活
用

な
ど
、
市
内
外
へ
の
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
を
展
開
し
な
が
ら
、
様
々
な
記

念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
の

が
、
高
岡
古
城
公
園（
高
岡
城
跡
）

で
す
。
利
長
公
が
慶
長
１４
年
（
１

６
０
９
年
）
に
築
い
た
高
岡
城

は
、
６
年
後
、
一
国
一
城
令
に
よ

り
廃
城
と
な
り
ま
し
た
が
、
城
郭

の
基
本
構
造
は
残
さ
れ
、
石
垣
や

水
濠
な
ど
築
城
当
時
の
面
影
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。

古
城
公
園
と
そ
の
周
辺
で
は
、

高
岡
城
の
造
営
が
始
ま
っ
た
と
さ

れ
る
４
月
に
「
高
岡
築
城
ま
つ

り
」
を
、
利
長
公
が
入
城
し
た
９

月
に
「
高
岡
開
町
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。
築
城
に
使
用
さ
れ
た

石
を
用
い
た
「
大
石
曳
き
」
（
４

月
１２
日
）
や
、
武
者
行
列
で
入
城

を
祝
う
「
前
田
利
長
公
入
城
大
行

進
」
（
９
月
１３
日
）
を
実
施
し
、

市
民
総
参
加
で
当
時
の
様
子
を
再

現
し
ま
す
。

ま
た
、
９
月
１３
日
に
は
、
毎
年

５
月
に
実
施
し
て
い
る
高
岡
御
車

山
（
１
日
）
・
伏
木
け
ん
か
山
（
１５

日
）
の
特
別
巡
行
が
行
わ
れ
、
利

長
公
の
父
、
前
田
利
家
公
が
太
閤

秀
吉
よ
り
拝
領
し
、
利
長
公
が
築

城
に
あ
た
り
町
民
に
与
え
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
る
御
車
山
の
華
麗

な
巡
行
と
、
港
町
伏
木
の
勇
壮
な

山
車
同
士
の
ぶ
つ
か
り
合
い
「
か

っ
ち
ゃ
」
が
１
日
で
味
わ
え
る
特

別
な
日
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
内
の
各
会
場

で
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。
夏
・
秋
に
は
、
高
岡
が
４

０
０
年
の
間
に
培
っ
て
き
た
「
も

の
づ
く
り
の
技
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
た
「
高
岡
メ
ッ
セ
」
を
開
催

し
ま
す
。

城
下
町
の
発
展
の
た
め
、
殖
産

興
業
に
努
め
た
利
長
公
と
、
高
岡

城
の
廃
城
後
、
商
工
の
町
と
し
て

の
再
生
を
図
っ
た
三
代
藩
主
利
常

公
。
以
来
、
高
岡
は
、
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
と
し
て
発
展
を
続
け
、

現
在
「
も
の
づ
く
り
の
技
」
は
、

銅
器
・
漆
器
な
ど
の
伝
統
工
芸
を

は
じ
め
、
伝
統
技
術
を
も
と
に
発

展
し
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
産
業
、
ま

た
、
近
年
の
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ

た
ク
ラ
フ
ト
作
品
な
ど
に
脈
々
と

息
づ
い
て
い
ま
す
。
高
岡
メ
ッ
セ

で
は
、
様
々
な
作
品
展
や
物
産
展

な
ど
を
開
催
し
、
「
も
の
づ
く
り

の
ま
ち
高
岡
」
を
発
信
し
ま
す
。

平
成
２１
年
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

と
併
せ
、
高
岡
御
車
山
祭
や
伏
木

曳
山
祭
（
５
月
）
、
戸
出
七
夕
ま

つ
り
（
７
月
）
、
高
岡
七
夕
ま
つ

り
（
８
月
）
、
中
田
か
か
し
祭
・

つ
く
り
も
ん
ま
つ
り
（
９
月
）
な

ど
従
来
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
開
町
４
０
０
年
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

主なイベント

◆高岡築城まつり
・大石曳き（４月１２日）
◆高岡メッセ（夏の部）
・ものづくり城下町高岡博覧
会（７月２５日～８月２日）

・高岡老舗１００年展
（８月１日～１０月１８日）

◆高岡開町まつり
・前田利長公入城大行進、高
岡御車山特別巡行・伏木け
んか山「かっちゃ」

（９月１３日）
◆高岡メッセ（秋の部）
・東海北陸地区伝統的工芸品
展 （１０月２日～４日）
・工芸都市高岡２００９クラフト
展 （１０月２１日～２７日）

平
成
２０
年
７
月
、
東
海
北
陸
自

動
車
道
が
全
線
開
通
し
、
中
京
圏

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向

上
し
た
こ
と
に
よ
り
、
富
山
県
西

部
へ
の
観
光
客
が
増
え
て
い
ま

す
。中

で
も
当
市
は
、
国
宝
・
瑞
龍

寺
や
、「
加
賀
藩
主
前
田
家
墓
所
」

と
し
て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
「
前
田
利
長
墓

所
」
、
重
要
文
化
財
・
勝
興
寺
、

高
岡
大
仏
な
ど
の
歴
史
・
文
化
的

資
産
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
「
近
世
高
岡
の
文
化
遺
産
群
」

と
し
て
位
置
付
け
、
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

高
岡
が
開
町
４
０
０
年
で
一
色

に
染
ま
る
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
運

び
い
た
だ
き
、
長
い
歴
史
の
中
で

培
わ
れ
て
き
た
薫
り
高
い
文
化
と

伝
統
の
一
端
に
ふ
れ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
は
高
岡
市
議
会
提
供
）

各市のニュースを募集

「全国市議会旬報」では、各市のニ
ュースを募集しています。
全国の自治体の中でも先進的な取り
組み、ユニークな条例、自慢のイベン
ト、地域のお祭りなど、お寄せいただ
く情報のジャンルは問いません。
ご提供いただいた情報につきまして
は、本紙編集担当職員が記事を作成し、
議会ニュースあるいは市政ニュースと
して紙面で紹介いたします。
本紙をＰＲの場として活用されてみ
てはいかがでしょうか。
（問合せ先）
全国市議会議長会 調査広報部
担当 松下・千葉まで�０３（３２６２）２３０９

市 政

ニュース

記記
念念
事事
業業
をを
開開
催催

時時
をを
ここ
ええ

心心
をを
つつ
なな
ぐぐ

高高
岡岡
開開
町町
４４
００
００
年年

高
岡
市（
富
山
県
）

高高
岡岡
をを
全全
国国
にに
発発
信信

「ゆるキャラまつり in
彦根～キグるミさみっ
と２００８～」で、憧れの「ひ
こにゃん」と共演（左）

富山県内で唯一の国宝・瑞龍寺。前
田利長公の菩提寺で曹洞宗の名刹。
壮大な伽藍配置様式の豪壮にして典
雅な美しさを誇ります。

マスコットキャラクター
利長くんが高岡開町４００
年を全国に発信中（右）

続々登場。利長くん
グッズ（右）。民間企
業や団体が開発した
様々な商品が発売さ
れています。
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